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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は補体系の最終構成要素をコードし、膜侵襲複合体（MAC）の形成に関与する。MACは細菌膜上に集合して孔を形成し、細菌膜の組織構造を破壊する。この遺伝子の変異はC9構成要素欠損症を引き起こす。[RefSeq提供、2009年2月],疾患：C9の欠陥はC9構成要素欠損症（C9D）[MIM:120940]の原因となる。C9D患者は、主に髄膜炎菌（Neisseria meningitidis）による反復性細菌感染症に罹患する。,機能：C9は、膜侵襲複合体の形成に最後に付加される補体系の構成要素である。脂質二重層に入り込み、膜貫通チャネルを形成できます。,オンライン情報:C9 変異 db,PTM:トロンビンは因子 C9 を切断して C9a と C9b を生成します。,類似性:補体 C6/C7/C8/C9 ファミリーに属します。,類似性:1 つの EGF 様ドメインを含みます。,類似性:1 つの LDL 受容体クラス A ドメインを含みます。,類似性:1 つの MACPF ドメインを含みます。,類似性:1 つの TSP タイプ 1 ドメインを含みます。,
	研究分野
	補体および凝固カスケード、プリオン病、全身性エリテマトーデス、
	画像データ
	

	COLO細胞ライセートのC9抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	C9ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析
	

	C9ポリクローナル抗体を用いたCOLO205細胞のウェスタンブロット解析

